
参加する人が
・つながりや居場所の発見
・新しい価値の創出
・地域課題の共有・解決
が、できることをめざします

区内の様々な取組や先人の知恵を活かしつつ、楽しく続けていく
ための「ゆるさ」「気軽さ」や「ニーズの変化に応じて変わって
いくこと」が大切にしていきたいこととして挙げられました。

宮前区内の
さまざまな人や団体がつながる
ことができる場や機会をつくること
でみなさんの取組を応援します

                                             宮前区では、
        多様な個人・団体の連携により
  　　　地域の課題を解決する新たなしくみとして、
ソーシャルデザインセンター（SDC）の創出に向けた検討を行ってきました。令和 4年度は、
区民が主体となったワーキンググループで、SDCの機能や検討を進め、令和 5年 6月から
宮前区SDC「みやまえBASE」がスタートします。ぜひご参加ください。

地元で

ゆるやかに

つながろう

宮前区SDCが
めざすこと

大切にしたいこと

どうやって？

みんなでワイワイ
楽しみながら、気軽に
参加・企画しよう

さまざまな年代や属性
の人が、対等な立場で
話し合える・参加できる

場にしよう

先人の知恵を最大限に
活かし、さらに素敵な
宮前区をめざそう

動いている人のところに人
と情報は集まってくる。
小さくていもよいので、
まずは動いてやってみよう

現在の取組内容等は
「立ち上げ時」のもの。
実践を積み重ね、ニーズ
にあわせてカタチを変化

させていこう

若い世代は地域の宝。
みんなでサポートを

しよう

始動！

わたしたち、
立ち上げワーキング

グループが
宮前区ソーシャル
デザインセンターに
ついて考えました！



お問合せ
宮前区役所 まちづくり推進部 企画課
電　話　044-856-3133 
メール　69kikaku@city.kawasaki.jp

まずは実施できるところから小さく始めるという
考えのもと、「みやまえ BASE」の初動期は「つなぐ」
機能から取り組み始めます。

     　　宮前区SDCの機能については、令和３年度に議論した長
期的なSDC 像の叩き台を踏まえ、地域課題の解決に至るまでのプロセスを想定しながら様 な々議論が行
われました。市民主体で運営・実施することを踏まえ、多様な団体や人を「つなぐ」コーディネート機能と、
取組などを「生み出す」プロジェクト実施機能という大きく２つの機能と、４つのシーンに整理しました。

ゆるやかに
集まって、
つながる

実現を
手伝う

やりたい
ことや
課題を
持ち寄る

実験して
しくみを
考える

つなぐ （コーディネート機能） 生み出す （プロジェクト実施機能）

小さなニーズが自然とつながる
・人が集まることで、人、情報、知識、
歴史、資源が自然とつながる

・さまざまな世代や属性の人が参加
できるようなきっかけづくり

・まちづくりに普段関わらない人が
参加する、新しい人が参加できる

やりたいことや地域の課題を
みんなで共有して、考える
・実現したいことや解決したい
地域課題をみんなで考える

・関心分野／テーマで参加できる

持続可能なしくみや体制の
検討を支援する
・お試し実施をもとに、継続するため
の体制やしくみを一緒に検討し、実
現を支援する
・関わっている人・ステークホルダー
同士のスキルやノウハウを活用

お試しで実施する

・やりたいことの実現・課題解決に向
けて必要なステークホルダーを集め、
アクションをお試しで

実施する・お試しの効果を検証する

いつ

どこで

誰が

参加方法

内容

運営方針

４か月に１回程度（年３回）

区役所４階大会議室
（今後変更の可能性あり）

誰でも参加可能！

事前申し込み（区企画課）
＊当日空きがあれば
飛び入り参加可能！

１回目のテーマ
・みやまえ吸い殻ゼロ作戦
・みやまえキャンパスで
ジモトとつながろう

やりたい人・できる人
たちで持ち寄る

各回の進め方

宮前区SDCの紹介

テーマ毎に意見交換
第１回の
テーマ

みやまえ
吸い殻ゼロ作戦

みやまえ
キャンパスで
ジモトと
つながろう

全体共有タイム

自由に交流

宮前区SDCの2つの機能

＼ まずはここからスタート ／

ホームページ
https://www.city.kawasaki.jp/
miyamae/page/0000103205.html

参加申し込み
フォーム


